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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年８月期第２四半期 7,642 △4.2 31 △24.5 46 △12.9 38 △33.8

2023年８月期第２四半期 7,978 △5.1 41 683.9 53 90.5 58 211.0

（注）包括利益 2024年８月期第２四半期 38百万円（△33.8％） 2023年８月期第２四半期 58百万円（211.0％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年８月期第２四半期 0.88 0.78

2023年８月期第２四半期 1.34 1.18

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年８月期第２四半期 9,517 1,306 13.7 △8.40

2023年８月期 9,915 1,268 12.8 △9.28

（参考）自己資本 2024年８月期第２四半期 1,306百万円 2023年８月期 1,268百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年８月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2024年８月期 － 0.00

2024年８月期（予想） － 0.00 0.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 15,150 △2.1 50 △31.8 70 △28.3 50 48.3 1.13

１．2024年８月期第２四半期の連結業績（2023年９月１日～2024年２月29日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

上記「配当の状況」は、普通株式に係る配当の状況です。当社が発行する普通株式と権利関係の異なる種類株式

（非上場）の配当の状況については、後述の「種類株式の配当の状況」をご覧ください。

３．2024年８月期の連結業績予想（2023年９月１日～2024年８月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

2024年８月期の連結業績予想の１株当たり当期純利益は、2024年３月31日までに種類株式の転換により増加した普

通株式を考慮して算定しております。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年８月期２Ｑ 42,912,340株 2023年８月期 42,912,340株

②  期末自己株式数 2024年８月期２Ｑ 28,048株 2023年８月期 28,023株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2024年８月期２Ｑ 42,884,306株 2023年８月期２Ｑ 42,884,317株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提

に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。



Ｋ種類株式
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年８月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2024年８月期 － 0.00

2024年８月期（予想） － 0.00 0.00

種類株式の配当の状況

　普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりです。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、物価高や海外経済減速などの下押し要因から経済回復には

一服感がみられております。雇用・所得環境が改善する下で、緩やかな回復が続くことが期待されておりますが、

物価上昇や海外景気の下振れリスク等の影響により依然として先行き不透明な状況が続いております。

　出版流通業界におきましては、書籍・雑誌ともに市場は縮小傾向にあります。また、個人の消費支出の動向とし

ては、賃金増加を上回る物価上昇が家計の購買力を削いでおり、教養娯楽使用品への支出は減少傾向にあり、厳し

い業績推移が続いております。

　このような状況下において、当社グループにおきましては、2019年９月27日に成立した事業再生ADR手続におい

て同意を得た事業再生計画に基づいて、引き続き事業構造改革に取り組んでまいりました。

　各事業の運営状況は次のとおりであります。

　主力の書店事業については、引き続き厳しい経営環境の下、売上高拡大と利益率の改善のため、販売数に応じた

出版社からの単品報奨金の獲得を強化する一方で、一部雑誌タイトルについて買い切り方式での仕入に転換するこ

とによって仕入原価を抑え、発売から一定期間が経過した商品については値下げ販売を行い売り切るスキームに注

力してまいりました。

　また、札幌ルーシー店に㈱バンダイナムコアミューズメントが企画・運営・プロデュースするカプセルトイ専門

店「本屋さんのガシャポンのデパート」を導入しました。お客様より高い支持を受け好調に推移しております。

　不採算店舗に置きましては、１店舗の閉店を行ってまいりました。

　教育プラットフォーム事業では、「プログラミング教育 HALLO powered by Playgram × やる気スイッチ TM」

へFC加盟し、展開するプログラミング教育HALLOの出店施設内での広告宣伝の強化や、体験会の開催などで認知度

向上、需要の喚起に努めてまいりました。

　これらの結果、当第２四半期連結累計期間の経営成績は、売上高は不採算店舗の閉店により7,642百万円（前年

同四半期比4.2％減）、営業利益は31百万円（前年同四半期比24.5％減）、経常利益は46百万円（前年同四半期比

12.9％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は38百万円（前年同四半期比33.8％減）となりました。

　なお、当社グループの報告セグメントは販売業及び教育プラットフォーム事業でありますが、教育プラットフォ

ーム事業の全セグメントに占める割合が僅少であり、開示情報としての重要性が乏しいため、セグメント別の記載

を省略しております。

（２）財政状態に関する説明

　当第２四半期連結会計期間末における資産合計は、9,517百万円となり、前連結会計年度末に比べて397百万円減

少いたしました。主な要因は、商品が40百万円増加した一方、現金及び預金が446百万円減少したことなどによる

ものです。

　負債合計は8,210百万円となり、前連結会計年度末に比べて436百万円減少いたしました。主な要因は、買掛金が

324百万円、借入金が70百万円減少したことなどによるものです。

　純資産合計は1,306百万円となり、前連結会計年度末に比べて38百万円増加いたしました。主な要因は、親会社

株主に帰属する四半期純利益の計上により利益剰余金が38百万円増加したことによるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2023年10月13日に公表いたしました連結業績予想から修正は行っておりません。業績予想を見直す必要が生じた

場合には、速やかに開示する予定であります。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2023年８月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2024年２月29日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 871,222 424,319

売掛金 625,008 658,083

商品 5,789,485 5,830,378

貯蔵品 4,761 5,587

その他 167,038 183,532

流動資産合計 7,457,516 7,101,901

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 295,432 291,119

機械装置及び運搬具（純額） 0 352

土地 569,506 569,506

その他（純額） 127,584 110,784

有形固定資産合計 992,523 971,762

無形固定資産

ソフトウエア 29,024 26,249

電話加入権 32,855 32,855

無形固定資産合計 61,879 59,104

投資その他の資産

投資有価証券 69,313 69,313

差入保証金 1,315,264 1,298,893

その他 18,666 16,630

投資その他の資産合計 1,403,243 1,384,837

固定資産合計 2,457,646 2,415,703

資産合計 9,915,162 9,517,605

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

- 3 -

㈱文教堂グループホールディングス （9978） 2024年8月期第２四半期決算短信



（単位：千円）

前連結会計年度
(2023年８月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2024年２月29日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,255,730 2,931,220

短期借入金 2,431,636 2,396,882

１年内返済予定の長期借入金 599,141 574,266

未払法人税等 14,049 6,890

賞与引当金 52,014 50,934

事業構造改革引当金 72,597 74,881

その他 231,833 216,240

流動負債合計 6,657,001 6,251,315

固定負債

長期借入金 1,515,175 1,504,070

退職給付に係る負債 355,026 336,322

その他 119,829 119,128

固定負債合計 1,990,031 1,959,521

負債合計 8,647,032 8,210,836

純資産の部

株主資本

資本金 50,000 50,000

資本剰余金 87,908 87,908

利益剰余金 1,148,445 1,187,085

自己株式 △18,223 △18,224

株主資本合計 1,268,129 1,306,769

純資産合計 1,268,129 1,306,769

負債純資産合計 9,915,162 9,517,605
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2022年９月１日
　至　2023年２月28日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2023年９月１日

　至　2024年２月29日)

売上高 7,978,744 7,642,583

売上原価 5,782,077 5,521,446

売上総利益 2,196,667 2,121,137

販売費及び一般管理費 2,154,863 2,089,563

営業利益 41,804 31,573

営業外収益

受取利息 7 5

受取手数料 481 306

受取家賃 33,675 33,783

その他 3,580 4,727

営業外収益合計 37,744 38,822

営業外費用

支払利息 22,586 21,888

その他 3,234 1,685

営業外費用合計 25,821 23,573

経常利益 53,727 46,822

特別利益

施設利用権売却益 895 1,682

事業構造改革引当金戻入益 10,843 869

特別利益合計 11,739 2,551

特別損失

固定資産除却損 － 689

事業構造改革費用 － 3,153

特別損失合計 － 3,842

税金等調整前四半期純利益 65,466 45,531

法人税、住民税及び事業税 7,131 6,891

法人税等合計 7,131 6,891

四半期純利益 58,334 38,639

親会社株主に帰属する四半期純利益 58,334 38,639

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

- 5 -

㈱文教堂グループホールディングス （9978） 2024年8月期第２四半期決算短信



（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2022年９月１日
　至　2023年２月28日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2023年９月１日

　至　2024年２月29日)

四半期純利益 58,334 38,639

四半期包括利益 58,334 38,639

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 58,334 38,639

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

３．その他

継続企業の前提に関する重要事象等

　当社グループは、2018年８月期に重要な営業損失、経常損失、親会社株主に帰属する当期純損失を計上し、債務超過

となったことから、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められると判断しておりました。

　その後、当社グループは、当該状況を早急に解消し、今後の事業再生と事業継続に向け、財務体質の抜本的な改善を

図るため、2019年６月28日付で事業再生ADR手続の利用申請を行い、事業再生計画案に対して事業再生ADR手続の対象債

権者となるすべてのお取引金融機関からご同意をいただき、2019年９月27日付で事業再生ADR手続が成立いたしまし

た。また、本事業再生計画に基づき以下の施策を着実に実施してまいりました。

　事業上の施策といたしましては、①エリアマネージャー制の導入等、②返品率の減少、③文具販売の強化、④不採算

店舗の閉鎖、⑤本部コスト等の削減、⑥組織再編等に取り組み、収益力の改善を実現してまいりました。

　財務面につきましては、お取引金融機関により、①債務の株式化、②債務の返済条件の変更によるご支援をいただき

ました。

　また、大株主である日販グループホールディングス㈱からは、①店舗の競争力を維持・強化するため、500百万円の

出資、②既存債務の一部支払いの条件変更、③その他事業面、人事面でのご支援をいただき、財務状態の安定化を図っ

てまいりました。

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間において、営業利益31百万円、経常利益46百万円、親会社株主に帰属する四

半期純利益38百万円を計上し、純資産額は1,306百万円となりました。

　しかし、物価高や海外景気の下振れリスク等本事業再生計画への影響が不透明であることから、継続企業の前提に重

要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しております。

　今後、引き続き事業再生計画における施策を実行、新規事業の展開へ注力することで、継続企業の前提に関する重要

事象等を解消できるものと考えております。したがって、継続企業の前提に関する不確実性は認められないものと判断

し、「継続企業の前提に関する注記」は記載しておりません。
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